
支部結成に勢いつけるよ！ 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年２月 1日 発行 

組合員活動 NEWS 
Ｎｏ．９ 集まろう！ 話そう！ つながろう！ 

梅の蕾も膨らみ、開花が少しずつはじまりました。すぐそこに春の足音が聞こえて来そうです。 

さて、年度末（３／３１）まで残りちょうど２カ月となりました。地域支部は４課題の総達成を 

めざして３役会議で作戦会議、マップ作り＆訪問行動、「知る会」など精力的に動いています。 

 しかし、「出資金ふやし」では全体で「純減１千万円」におよぶ大きなマイナス状況です。 

 組活では１－２月「サポーター増資（口座からの自動積立）キャンペーン」に集中してとりくみ 

ます。期間中５０名の新規拡大を目標にしています。（がんばり表で登録状況を把握してみよう） 

出資金ふやしの年間目標は現時点、５支部で達成、その他３支部で８割越えがあり、達成目前です。 

２月は攻勢に転じられるよう「増やす人」を増やしながら数の積み上げにこだわって、あらゆる 

機会をつかって増資協力の声掛けを意識しましょう。 

 

大雪に見舞われた1月24日（水）、昨年9月に続き、2回目の「知る会」を行いました。 

「1回目よりもう一回り広く呼びかけよう」との理事の強い思いもあって、一人ひとり熱心に事前

に声かけ。当初は30人参加を予定していましたが、雪の影響もあり6人のキャンセル。それでも

防府の１割に相当する市内在住組合員16名あわせて、総勢21名が集まりました。最初は、山本

支援部次長が「医療生協を知ろう」と題し、パワーポイントで他支部の活動の様子などをわかりや

すく紹介。つづいて健文会のレジェンド、小羽山支部の吉村さんがゲストで登場。長年関わって来

た小羽山地域での支部づくり、こだわりの「支部の自立について」紹介、医福連の理念を交えた奥

深いお話でした。節目節目で参加者のフリートークも入れ、率直な意見交換や長年、防府地域で暮

らし活動してこられた体験などが口々に話されました。初参加の方から、帰り際「ほんと楽しかっ

たよ」と声をかけていただき、後日、吉本運営委員長を通じてこの方の加入申込書が届きました。

学んで楽しく・・今から3月27日の支部結成総会が待ち遠しい防府準備支部です。 

 



下関支部              、 

ひろば仕分け⇒合評会⇒新年会打合せ⇒訪問行動と、フル回転の半日!? 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

「能登半島地震」１カ月 義援金が続々と寄せられています 
 

大きな被害をもたらした能登半島地震は、発生から１か月経ちました。 

依然、断水がつづき、生活インフラなど復旧への道のりは程遠い状況です。 

１／３１現在、１１支部・３個人で計１０５，４７６円 寄せられています。 

先日は「ここって」の利用者さんから多額の寄付が寄せられました。 

支援員Kさんの話によると、医療生協への理解が深く、何かと出来る事を 

ご協力いただけるとのこと。「ここって」からも支援の輪が拡がっています。 

  

  

 

 

 

 

 

 

下関支部は「健康のひろば」の仕分け作業後に、毎回「合評会」を行っています。毎回、杉原

支部長代行が記事を簡単に説明し、みなさんの興味ある内容で話に花が咲きます。この日はつづ

けて、2月4日予定の「支部新年会」の運営について入念な打ち合わせをしました。さあ、最後

は訪問行動です。この日は、３人で綾羅木方面で行動（上記写真）「健康のひろば」に度々投稿

されているOさんを訪ねてみました。とても感じ良く和やかにお話出来ました。これから支部の

担い手として一緒に活動していけるようフォローを続けていきます。ほか、この日は地元の総代

さんより増資5口の協力もありました。 

 

 

山口支部は独自に募金 
封筒を用意して地元の 
組合員によびかけ中！！ 


